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健全化判断比率は基準値内

◎
９
月
定
例
会

　
９
月
定
例
会
は
、
９
月
４
日

招
集
さ
れ
11
日
ま
で
の
８
日
間
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
定
例
会
で
は
、
９
月
４
日
に

決
算
審
査
特
別
委
員
会
を
設
置

（
委
員
長　

沼
山
英
隆
議
員
、
副

委
員
長　

大
崎
昭
子
議
員
）
し
、

９
月
10
日
に
各
会
計
７
件
が
慎
重

に
審
議
さ
れ
、
９
月
11
日
の
本
会

議
（
議
案
審
議
）
に
お
い
て
そ
の

内
容
が
報
告
さ
れ
、
原
案
ど
お
り

い
ず
れ
も
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
瀬
川
武
春
議
員
の
ご
逝

去
に
よ
り
欠
員
と
な
っ
た
議
員
選

出
監
査
委
員
の
選
任
と
中
部
上
北

広
域
事
業
組
合
議
会
議
員
の
補
欠

選
挙
を
行
い
ま
し
た
。

　
９
日
の
一
般
質
問
で
は
、
岡
山

粕
男
議
員
、
市
川
俊
光
議
員
、
坂

本
直
大
議
員
、
斗
賀
高
太
郎
議
員

の
４
議
員
が
一
般
質
問
に
立
ち
、

活
発
な
議
論
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
ほ
か
審
議
さ
れ
た
議
案
等

の
詳
細
は
４
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

決算審査特別委員会 委員長　沼山英隆 議員　　副委員長　大崎昭子 議員

健全化判断比率� （単位：％）

区　　分
健全化判断比率

早期健全化
基準

財政再生
基準令和６年度

（A）
令和５年度
（B）

増減
（A－B）

実質赤字比率 － － 14.09 20.0
連結実質赤字

比率 － － 19.09 30.0

実質公債費
比率 12.9 12.2 0.7 25.0 35.0

将来負担比率 83.7 82.5 1.2 350.0

資金不足比率� （単位：％）
特別会計の名称 資金不足比率 備　　　考

上 水 道 事 業 会 計
下 水 道 事 業 会 計 － 経営健全化基準　20.0

※資金不足比率は、資金不足額が生じていないことから「－」と表示している。

基金現在高の状況� （単位：千円）
基　金　名 令和６年度末現在高 令和５年度末現在高 増　　減

財 政 調 整 基 金 1,679,264 1,537,148 142,116
減 債 基 金 189,500 253,394 △ 63,894
そ の 他 基 金 2,264,673 2,416,795 △ 152,122

地方債現在高の状況� （単位：千円）
会　計　名 令和６年度末現在高 令和５年度末現在高 増　　減

一 般 会 計 10,055,351 10,526,926 △ 471,575
上水道事業会計 1,887,519 1,951,543 △ 64,024
下水道事業会計 4,247,397 － －

※�下水道事業会計は、令和６年度より「農業集落排水事業」と「公共下水道事業」を統合し、公営企業会計としたため、前年度残高及び増
減を「－」と表示している。

沼　山　英　隆　委員長

令
和
７
年
９
月
定
例
会
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令和６年度各会計決算７件を認定

令和６年度歳入歳出決算額� （単位：円）

会　計　名 歳入決算額 歳出決算額 差　引　額
一 般 会 計 13,445,532,703 12,887,765,718 557,766,985 
国民健康保険事業特別会計 1,802,528,373 1,771,970,045 30,558,328 
後期高齢者医療特別会計 265,437,561 256,587,128 8,850,433 
介 護 保 険 特 別 会 計 2,889,718,254 2,817,254,676 72,463,578 
介護サービス事業特別会計 24,029,560 23,468,043 561,517 

会計名（公営企業会計） 収　　　入 支　　　出 ※�収益的収支：収入とは一事業年
度における営業活動に伴い発生
する収益、支出とはそれに対応
する費用。
※�資本的収支は将来の営業活動に
備えて行う諸施設の建設改良費
や企業債の元金償還の支出とそ
の財源となる収入。

上水道事業会計（収益的収支） 523,314,582 431,139,843
上水道事業会計（資本的収支） 237,089,000 401,277,785
下水道事業会計（収益的収支） 421,725,604 416,721,698
下水道事業会計（資本的収支） 532,299,000 626,017,449
※�上下水道事業において資本的収支の不足額は当年度消費税資本的収支調整額及び損益勘定留保資金で補填。

　一般会計については、歳入が前年度に比べ2.3％、３億309万350円増加して134億4,553万2,703円とな
り、歳出も前年度に比べ2.5％、３億1,919万6,071円増加して128億8,776万5,718円となった。実質収支額
は４億4,115万9,985円の黒字となったものの、単年度収支額は13万4,721円の赤字となり、実質単年度収支
額では１億5,801万8,775円の赤字となっている。
　特別会計については、４会計の歳入合計で前年度に比べ2.0％、9,910万5,751円減少して49億8,171万
3,748円となり、歳出も、前年度に比べ0.9％、4,483万8,807円減少して48億6,927万9,892円となり、実質
収支額は１億1,243万3,856円の黒字となっている。

一般会計歳入財源別決算状況 一般会計歳出性質別決算状況

町税
18億3,348万円

13.64%

扶助費
19億8,754万円

15.42%

人件費
14億5,578万円
11.30%

物件費
15億1,286万円

11.74%

災害復旧事業費　1万円　0.00%

公債費
11億9,619万円
9.28%

国庫支出金
21億4,819万円

15.98%

県支出金
9億4,326万円
7.02%

町債
6億8,860万円
5.12%

繰入金
18億3,334万円
13.63%

繰越金　1億7,387万円　1.29%

地方交付税
47億7,275万円

35.5%

積立金
13億4,956万円

10.47%

普通建設事業費
15億3,008万円

11.87%

補助費等
22億3,496万円

17.34%

歳 入 総 額
134億4,553万円

歳 出 総 額
128億8,777万円

自主財源
30.5%

依存財源
69.5%

義務的経費
36.00%

投資的経費
11.87%

その他の経費
52.13%

繰出金
9億3,359万円
7.25%

その他
6億8,720万円
5.33%

地方消費税交付金
4億2,776万円　3.18%

地方譲与税 
1億9,784万円　1.47%

その他
1億6,608万円　1.23%

使用料及び手数料　1億466万円　0.78%
分担金及び負担金　697万円　0.05%

その他　1億4,873万円　1.11%

令
和
７
年
９
月
定
例
会
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審　議　さ　れ　た　議　案　等
〇令和７年第３回東北町議会定例会（令和７年９月11日）
議決結果 件　　　　　名

報　　告
専決処分の報告について（損害賠償の額を定めること及び和解について）
令和６年度東北町健全化判断⽐率及び東北町資⾦不⾜⽐率の報告について
令和６年度株式会社おがわら湖事業報告及び決算報告について

認　　定

令和６年度東北町⼀般会計歳⼊歳出決算の認定について
令和６年度東北町国⺠健康保険事業特別会計歳⼊歳出決算の認定について
令和６年度東北町後期⾼齢者医療特別会計歳⼊歳出決算の認定について
令和６年度東北町介護保険特別会計歳⼊歳出決算の認定について
令和６年度東北町介護サービス事業特別会計歳⼊歳出決算の認定について
令和６年度東北町上⽔道事業会計決算の認定について
令和６年度東北町下⽔道事業会計決算の認定について

原案可決

令和７年度東北町⼀般会計補正予算案
令和７年度東北町後期⾼齢者医療特別会計補正予算案
令和７年度東北町介護保険特別会計補正予算案
令和７年度東北町介護サービス事業特別会計補正予算案
令和７年度東北町上⽔道事業会計補正予算案
令和７年度東北町下⽔道事業会計補正予算案
東北町上⽔道事業給⽔条例の⼀部を改正する条例案
東北町下⽔道条例の⼀部を改正する条例案
財産の取得について

同　　意 東北町監査委員の選任について（⽋員により岡⼭粕男議員を選任）

選　　挙 中部上北広域事業組合議会議員の補⽋選挙について
（⽋員による選挙を⾏い坂本直⼤議員が議⻑指名により当選）

採　　択 「⾼額療養費の⾃⼰負担引き上げの撤回を求める意⾒書」の提出を求める陳情書
原案可決 ⾼額療養費の⾃⼰負担引き上げの撤回を求める意⾒書（案）
派　　遣 議員派遣について（上北郡町村議⻑会研修）

傍 聴 席 か ら の 声
９月定例会を傍聴しての感想は？

〔30代 男性〕
・�質問の内容が活発で、議員さんたちが町のことを真剣に考えているのが伝
わってきました。
・�答弁者も執行部もしっかりしていて、丁寧に説明している姿が印象的でした。

〔40代 男性〕
・�テレビではわからない臨場感があって、議会がもっと身近に感じられま
した。

〔70代 女性〕
・�傍聴席から議会を見て、表情もよくわかって、テレビや広報では感じら
れない緊張感がありました。

令
和
７
年
９
月
定
例
会
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有害鳥獣への対策を
・有害鳥獣の種類と被害状況は
・被害への対応と猟友会の活動状況は
・今後、被害を抑制する対策は

小川原湖でのCV22
オスプレイの訓練に歯止めを
・訓練の町民への周知の考え方は
・小川原湖の訓練使用に歯止めをかける考えは
・�緊急着陸の詳細が明らかにされない状況下
での訓練実施は許容しがたいが

町 

長 

答 

弁

　
近
年
、
全
国
的
に
シ
カ
や
イ
ノ
シ
シ
な

ど
の
野
生
鳥
獣
に
よ
る
農
作
物
被
害
が
深

刻
化
し
て
お
り
、
本
町
で
も
ク
マ
、
イ
ノ

シ
シ
、
サ
ル
、
カ
ラ
ス
等
が
出
没
し
、
ナ

ガ
イ
モ
や
デ
ン
ト
コ
ー
ン
の
食
害
、
田
植

え
後
の
苗
の
掘
り
起
こ
し
、
小
川
原
湖
の

シ
ジ
ミ
貝
へ
の
影
響
、
カ
ラ
ス
に
よ
る
牛

へ
の
攻
撃
や
餌
の
散
乱
な
ど
、
多
様
な
被

害
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
町
で
は
、
被
害
や
目
撃
情
報
を
防
災
無

線
や
防
災
メ
ー
ル
で
周
知
し
、
警
察
・
消

防
と
連
携
し
た
巡
回
活
動
や
小
中
学
生
の

通
学
時
見
守
り
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
猟
友
会
と
協
力
し
、
捕
獲
用
罠
の

設
置
や
駆
除
活
動
を
行
い
、
令
和
７
年
度

に
は
罠
購
入
や
狩
猟
免
許
取
得
費
の
支
援
、

活
動
費
補
助
の
制
度
を
整
備
し
ま
し
た
。

　
今
後
も
関
係
機
関
と
連
携
し
、
罠
設
置

や
巡
回
を
継
続
す
る
と
と
も
に
、
捕
獲
体

制
の
強
化
や
人
里
へ
の
鳥
獣
侵
入
防
止
策

の
周
知
な
ど
、
被
害
抑
制
に
向
け
た
取
り

組
み
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

町 

長 

答 

弁

　
小
川
原
湖
で
の
米
軍
Ｃ
Ｖ
22
オ
ス
プ
レ

イ
救
難
訓
練
に
つ
い
て
、
８
月
18
日
・
20

日
の
訓
練
は
、
８
月
７
日
に
東
北
防
衛
局

か
ら
町
に
通
知
さ
れ
、
同
日
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
公
表
、
翌
８
日
に
地
方
紙
で
報
道
さ

れ
た
こ
と
か
ら
、
町
は
訓
練
前
日
に
防
災

メ
ー
ル
で
周
知
し
ま
し
た
が
、
町
民
へ
の

対
応
は
十
分
と
は
言
え
ず
、
今
後
は
速
や

か
で
丁
寧
な
周
知
を
心
掛
け
ま
す
。

　
昨
年
11
月
の
日
米
合
同
委
員
会
合
意
に

よ
り
訓
練
期
間
は
前
回
の
９
カ
月
か
ら
10

カ
月
に
拡
大
し
ま
し
た
が
、
回
数
・
日

数
・
時
間
は
変
更
な
し
と
報
告
を
受
け
て

い
ま
す
。
町
は
訓
練
報
告
時
に
議
会
や
特

別
委
員
会
と
連
携
し
、
町
民
の
負
担
軽
減

と
安
全
確
保
を
米
軍
及
び
防
衛
局
に
要
請

し
て
お
り
、
今
後
も
継
続
し
ま
す
。

　
７
月
の
大
館
能
代
空
港
・
花
巻
空
港
へ

の
予
防
着
陸
は
危
険
未
然
防
止
の
措
置
で

あ
り
、
詳
細
は
報
告
さ
れ
て
い
ま
せ
ん

が
、
訓
練
は
安
全
配
慮
の
も
と
実
施
さ
れ

て
い
る
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

岡
おか
　山
やま
　粕
かす
　男

お
　議員

市
いち
　川
かわ
　俊
とし
　光
みつ
　議員

一般質問の詳細
や再質問につい
ては、ＨＰをご
確認ください。

一般質問の詳細
や再質問につい
ては、ＨＰをご
確認ください。

一
般
質
問

5 東　北　町　議　会　だ　よ　り 第82号（　）令和７年11月20日



①東北町職員採用�
� には多様な人材を
・直近の新卒・中途採用の状況は
・求められる職員像は
・今後の採用予定は

②選挙投票については
・今年度の選挙の開票時間、状況については
・課題と今後の取り組みについては

町 

長 

答 

弁

　
東
北
町
の
職
員
採
用
は
毎
年
募
集
要
項

を
作
成
し
試
験
を
実
施
し
て
お
り
、
直
近

５
年
間
の
採
用
で
は
一
般
行
政
職
・
医
療

職
と
も
新
卒
と
20
代
の
中
途
採
用
を
組
み

合
わ
せ
て
若
干
名
ず
つ
採
用
し
て
い
ま

す
。

　
求
め
ら
れ
る
職
員
像
と
し
て
①
町
民
全

体
へ
の
奉
仕
者
と
し
て
誠
意
を
も
っ
て
接

す
る
こ
と
②
知
識
・
技
能
の
向
上
に
努
め

公
正
誠
実
に
職
務
を
遂
行
す
る
こ
と
③
地

域
社
会
の
一
員
と
し
て
自
覚
し
東
北
町
の

未
来
を
創
造
す
る
こ
と
、
が
挙
げ
ら
れ
ま

す
。

　
行
政
環
境
の
変
化
に
迅
速
か
つ
適
切
に

対
応
す
る
応
用
力
・
協
働
力
・
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
力
が
求
め
ら
れ
、
採
用
後
は

研
修
に
よ
る
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
図
っ
て
い

ま
す
。

　

現
在
の
職
員
数
は
一
般
職
１
６
２
名
、

医
療
職
９
名
の
計
１
７
１
名
で
、
退
職
者

数
や
業
務
量
、
専
門
性
等
を
考
慮
し
、
安

定
し
た
行
政
サ
ー
ビ
ス
と
健
全
な
財
政
運

営
を
両
立
さ
せ
な
が
ら
、
毎
年
若
干
名
を

適
宜
採
用
し
て
い
く
方
針
で
す
。

選
挙
管
理
委
員
長 

答
弁

　
今
年
度
執
行
の
選
挙
で
は
、
昨
年
度
の

条
例
改
正
を
踏
ま
え
新
た
な
取
組
を
開
始

し
ま
し
た
。

　

①
町
長
選
挙
か
ら
選
挙
公
報
を
発
行

し
、
限
ら
れ
た
期
間
な
が
ら
計
画
通
り
進

行
。
②
有
権
者
２
０
０
人
未
満
の
投
票
区

を
再
編
し
、
虫
神
・
美
須
々
投
票
所
を
廃

止
、
期
日
前
投
票
所
設
置
や
送
迎
バ
ス
運

行
を
実
施
。
③
参
院
選
か
ら
新
設
の
道
の

駅
お
が
わ
ら
湖
期
日
前
投
票
所
を
含
め
人

員
配
置
を
強
化
し
、
期
日
前
投
票
率
は
２

１
．
４
７
％
（
前
回
比
９
．
３
２
％
増
）、

投
票
者
数
は
２
，
９
４
２
人
に
増
加
、
道

の
駅
の
割
引
利
用
率
も
約
80
％
で
し
た
。

④
投
票
時
間
を
繰
り
上
げ
開
票
作
業
を
早

め
、
町
長
選
で
所
要
54
分
、
参
院
選
で
３

時
間
56
分
に
短
縮
。
投
票
率
は
町
長
選
５

９
．
４
７
％
、
参
院
選
５
０
．
４
９
％

（
前
回
比
２
．
６
２
％
増
）。

　
課
題
と
し
て
道
の
駅
投
票
所
で
誤
交
付

が
あ
り
翌
日
か
ら
係
員
増
員
で
対
応
。
今

後
は
再
発
防
止
策
を
徹
底
し
、
投
票
所
再

編
や
開
票
時
間
短
縮
な
ど
改
善
に
努
め
ま

す
。

一般質問の詳細
や再質問につい
ては、ＨＰをご
確認ください。

坂
さか
　本
もと
　直
すな
　大

お
　議員

一
般
質
問
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①観光客増加への�
� 取り組みを
　観光面ではどのように東北町の特性を活か
した計画にしていくのか

②投票率向上のために
　候補者に、今後の東北町に関する考えや４
年間で行っていきたい施策など東北町テレビ
で思いを町民に知っていただく取り組みを

町 

長 

答 

弁

　
東
北
町
は
小
川
原
湖
を
中
心
に
水
辺
の

風
景
、
豊
か
な
農
産
物
、
四
季
の
自
然
、

温
泉
、
伝
統
行
事
な
ど
多
彩
な
観
光
資
源

に
恵
ま
れ
、
小
川
原
湖
公
園
や
千
本
桜
、

ふ
れ
あ
い
村
、
蛍
の
里
な
ど
四
季
折
々
の

名
所
が
あ
り
ま
す
。

　
町
制
施
行
20
周
年
記
念
事
業
で
は
道
の

駅
お
が
わ
ら
湖
に
温
泉
を
活
用
し
た
手

湯
・
足
湯
コ
ー
ナ
ー
を
設
置
し
、「
い
で

湯
の
里 

東
北
町
」
と
し
て
Ｐ
Ｒ
。
桜
ま

つ
り
、
湖
水
ま
つ
り
、
美
味
満
載
ま
つ
り

な
ど
イ
ベ
ン
ト
も
開
催
し
交
流
人
口
拡
大

に
努
め
て
い
ま
す
が
、
地
域
資
源
は
未
活

用
部
分
も
多
く
、
満
足
度
向
上
や
リ
ピ
ー

タ
ー
増
加
に
向
け
た
仕
組
み
づ
く
り
が
課

題
で
す
。

　
現
在
、
小
川
原
湖
公
園
や
ふ
れ
あ
い
村

な
ど
を
中
心
に
雑
木
撤
去
、
ケ
ビ
ン
ハ
ウ

ス
へ
の
エ
ア
コ
ン
設
置
、
通
信
環
境
整
備

な
ど
景
観
・
イ
ン
フ
ラ
改
善
を
進
め
る
と

と
も
に
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
や
起
業
人

と
連
携
し
道
の
駅
を
含
む
観
光
資
源
の
充

実
・
新
規
開
発
に
取
り
組
み
、
多
く
の
観

光
客
に
町
の
魅
力
を
発
信
し
て
ま
い
り
ま

す
。

選
挙
管
理
委
員
長 

答
弁

　
投
票
率
向
上
に
向
け
、
町
民
向
け
に
候

補
者
の
考
え
や
施
策
を
東
北
町
テ
レ
ビ
で

紹
介
す
る
取
り
組
み
に
つ
い
て
は
、
政
見

放
送
や
討
論
会
、
合
同
演
説
会
な
ど
の
方

法
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
し
か
し
、
公
職
選
挙
法
で
は
政
見
放
送

の
実
施
は
衆
議
院
議
員
、
参
議
院
議
員
、

都
道
府
県
知
事
の
選
挙
に
限
ら
れ
て
お

り
、
町
長
選
挙
や
町
議
会
議
員
選
挙
で
は

放
送
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
選
挙
期
間
中
に
候
補
者
以
外
の

第
三
者
が
討
論
会
や
合
同
演
説
会
を
開
催

す
る
こ
と
も
禁
止
さ
れ
て
い
る
た
め
、
町

選
挙
管
理
委
員
会
で
の
実
施
は
不
可
能
で

す
。

　
こ
う
し
た
制
約
か
ら
、
町
民
向
け
に
候

補
者
の
思
い
や
施
策
を
テ
レ
ビ
で
紹
介
す

る
ご
提
案
は
、
現
行
法
令
の
も
と
で
は
実

施
が
困
難
で
あ
る
こ
と
を
ご
理
解
い
た
だ

き
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　
今
後
も
、
選
挙
制
度
や
広
報
手
段
の
あ

り
方
に
つ
い
て
検
討
を
重
ね
る
必
要
が
あ

る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

一般質問の詳細
や再質問につい
ては、ＨＰをご
確認ください。

斗
と
　賀

が
　高
こう
太
た
郎
ろう
　議員

一
般
質
問
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各
委
員
会
の
活
動
（
７
月
～
９
月
）

★
総
務
企
画
常
任
委
員
会

開 
催 
日

事　
　
　
件
（
内
容
）

8
月
20
日
所
管
事
務
調
査

　

⑴
税　
務　
課　
①
令
和
６
年
度
町
税
等
の
収
入
状
況
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　

・
補
正
予
算
の
概
要
説
明

　

⑵
総　
務　
課　
・
補
正
予
算
の
概
要
説
明

　

⑶
財　
政　
課　
・
補
正
予
算
の
概
要
説
明

　

⑷
企　
画　
課　
・
補
正
予
算
の
概
要
説
明

★
産
業
建
設
常
任
委
員
会

開 

催 

日

事　
　
　
件
（
内
容
）

8
月
21
日
所
管
事
務
調
査

　

⑴
建　
設　
課　
①
緊
急
自
然
災
害
防
止
対
策
事
業
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　

・
補
正
予
算
の
概
要
説
明

　

⑵
農
林
水
産
課　
①
鳥
獣
被
害
等
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　

・
補
正
予
算
の
概
要
説
明

　

⑶
上
下
水
道
課　
①�

上
下
水
道
事
業
管
路
耐
震
化
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
更
新
計
画
）

　
　
　
　
　
　
　
　

・
補
正
予
算
の
概
要
説
明

　

⑷
商
工
観
光
課　
・
補
正
予
算
の
概
要
説
明

　

⑸
農
業
委
員
会　
・
補
正
予
算
の
概
要
説
明

★
教
育
民
生
常
任
委
員
会

開 

催 

日

事　
　
　
件
（
内
容
）

8
月
22
日
所
管
事
務
調
査

　
⑴
町　
民　
課　
①�

マ
イ
ナ
保
険
証
（
国
民
健
康
保
険
・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
）

の
現
状
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
・
補
正
予
算
の
概
要
説
明

　
⑵
社
会
教
育
ス
ポ
ー
ツ
課　

　
　
　
　
　
　
　
　
①�

「
青
の
煌
め
き
あ
お
も
り
国
ス
ポ
」
の
進
捗
状
況
及
び
年
次
計

画
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
・
補
正
予
算
の
概
要
説
明

　
⑶
福　
祉　
課　
・
補
正
予
算
の
概
要
説
明

　
⑷
高
齢
介
護
課　
・
補
正
予
算
の
概
要
説
明

　
⑸
保
健
衛
生
課　
・
補
正
予
算
の
概
要
説
明

　
⑹
学　
務　
課　
・
補
正
予
算
の
概
要
説
明

★
議
会
運
営
委
員
会

開 

催 

日

事　
　
　
件
（
内
容
）

8
月
28
日
⑴
会
期
日
程
に
つ
い
て　
①�

令
和
７
年
第
３
回
東
北
町
議
会
定
例
会
付
議
事
件
の
概
要

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

②
議
会
提
出
案
件
（
予
定
）
等

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

③
一
般
質
問
通
告
状
況

⑵
陳
情
書
等
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て

★
原
子
燃
料
サ
イ
ク
ル
対
策
等
特
別
委
員
会

開 

催 

日

事　
　
　
件
（
内
容
）

9
月
16
日

～
9
月
18
日

視
察
研
修
（
島
根
県
原
子
力
防
災
セ
ン
タ
ー
）

　

 

〃 　
（
中
国
電
力
・
島
根
原
子
力
発
電
所
）

★
小
川
原
湖
環
境
保
全
対
策
等
特
別
委
員
会

開 

催 

日

事　
　
　
件
（
内
容
）

7
月
1
日

～
7
月
4
日

視
察
研
修
（
国
土
交
通
省
中
国
地
方
整
備
局
出
雲
河
川
事
務
所
）

　

 

〃 　
（
ノ
ー
ラ
株
式
会
社
：
水
質
浄
化
関
係
）

　

 

〃 　
（
滋
賀
県
水
産
試
験
場
）

★
議
会
広
報
特
別
委
員
会

開 

催 

日

事　
　
　
件
（
内
容
）

7
月
23
日

9
月
10
日
⑴
議
会
だ
よ
り
第
81
号
の
編
集
に
つ
い
て

⑴
令
和
７
年
度
町
村
議
会
広
報
研
修
会
に
つ
い
て

⑵
議
会
だ
よ
り
第
82
号
の
編
集
に
つ
い
て

★
議
会
改
革
特
別
委
員
会

開 
催 

日

事　
　
　
件
（
内
容
）

8
月
18
日
⑴
議
員
定
数
削
減
に
関
す
る
検
討
と
今
後
の
方
向
性
に
つ
い
て

各
委
員
会
の
活
動
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委
員
会
報
告

○
総
務
企
画
常
任
委
員
会

�
（
８
月
20
日
開
催
）

　
委
員
長　
沼　
山　
英　
隆

所
管
事
務
調
査
結
果

税
務
課

・�

令
和
６
年
度
町
税
等
の
収
入
状

況
に
つ
い
て
（
概
要
）

【
質
問
①
】
納
税
が
見
込
ま
れ
な

い
方
へ
の
今
後
の
対
応
策
が
あ
れ

ば
教
え
て
下
さ
い
。

【
回
答
①
】
欠
損
額
が
大
き
い
た

め
、
電
話
催
告
や
戸
別
訪
問
な
ど

を
行
い
、
県
の
滞
納
整
理
機
構
に

も
移
管
し
て
合
同
徴
収
を
進
め
る
。

例
え
ば
地
方
税
法
18
条
で
は
、
５

年
の
間
に
少
し
で
も
納
付
が
あ
れ

ば
そ
こ
か
ら
再
度
５
年
と
な
る
た

め
、
少
額
で
も
納
付
し
て
も
ら
え

る
よ
う
滞
納
整
理
を
進
め
て
い
き

た
い
。

【
質
問
②
】
15
条
は
相
続
者
が
い

な
い
が
物
は
あ
る
。
そ
の
場
合
、

行
政
で
処
分
し
て
、
そ
の
分
の
損

失
分
を
埋
め
る
方
法
は
な
い
の
か
。

【
回
答
②
】
法
務
省
が
相
続
登
記

を
３
年
以
内
に
義
務
化
し
、
し
な

い
場
合
は
ペ
ナ
ル
テ
ィ
が
科
さ
れ

る
こ
と
が
あ
る
。
し
か
し
、
町
と

し
て
は
相
続
人
が
い
な
い
場
合
、

滞
納
が
あ
っ
て
も
財
産
を
差
し
押

さ
え
公
売
に
か
け
る
手
続
き
は

ハ
ー
ド
ル
が
高
く
、
対
応
が
困
難
。

今
後
は
国
の
動
向
を
見
な
が
ら
解

決
に
向
け
て
対
応
を
検
討
し
て
い

き
た
い
。

【
要
望
】
こ
の
問
題
は
国
の
法
律

に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
い
た
め
、
今

後
は
県
や
国
に
対
し
当
議
会
や
総

務
企
画
常
任
委
員
会
で
要
望
活
動

を
行
う
必
要
が
あ
る
。
さ
ら
に
郡

の
議
長
会
と
も
連
携
し
、
合
同
で

足
並
み
を
そ
ろ
え
て
要
望
す
る
こ

と
も
含
め
て
検
討
し
て
ほ
し
い
。

不納欠損の条件
１�　地方税法第18条（５ヵ年経過による消滅）地方税の徴収権は原則として、法廷納期限の翌日から起算して５年間行
使しなければ時効によって消滅します。
２�　地方税法第15条の７第４項（３ヵ年経過による消滅）滞納処分する財産がないときや滞納処分をすることで、生活
が著しく困難になるとき、また滞納者が所在不明の場合は、滞納処分の停止をすることができます。この停止が３年間
継続したときは、納付・納入義務が消滅します。
３�　地方税法第15条の７第５項（３ヵ年経過前による消滅）滞納処分の執行を停止した場合、徴収金を徴収できないこ
とが明らかなとき、例えば、滞納者が死亡し、相続人もいないケースなどは、地方公共団体の長がその徴収金の納付・
納入義務を直ちに消滅させることができます。

　　　　　　　　　　　　　　　　〇令和６年度町税等の決算（前年度比較表）� 単位：円,％

区　　　分
調　　定　　額 収　入　済　額 不 納 欠 損 額 徴　　収　　率

R6年度 R5年度 増　減 R6年度 R5年度 増　減 R6年度 R5年度 増　減 R6年度 R5年度 増　減

現
　
　
　
　
年
　
　
　
　
分

町 

民 

税

個 人 537,393,123 572,823,831 △ 35,430,708 530,900,212 562,720,397 △ 31,820,185 0 0 0 98.79 98.24 0.55

法 人 63,759,300 63,494,100 265,200 63,709,300 63,444,100 265,200 0 0 0 99.92 99.92 0.00

固定資産税 981,603,200 916,943,400 64,659,800 967,336,000 903,230,700 64,105,300 0 0 0 98.55 98.50 0.05
国有資産所在
市町村交付金 22,332,600 21,698,200 634,400 22,332,600 21,698,200 634,400 0 0 0 100.00 100.00 0

軽
自
動
車
税

種 別 割 68,628,300 68,394,900 233,400 66,877,600 66,804,600 73,000 0 0 0 97.45 97.67 △ 0.22
環 境
性 能 割 3,995,100 4,272,400 △ 277,300 3,995,100 4,272,400 △ 277,300 0 0 0 100.00 100.00 0

た ば こ 税 162,756,002 167,211,286 △ 4,455,284 162,756,002 167,211,286 △ 4,455,284 0 0 0 100.00 100.00 0

入 湯 税 1,350,600 1,291,500 59,100 1,350,600 1,291,500 59,100 0 0 0 100.00 100.00 0
国 民 健 康
保 険 税 399,827,300 398,154,100 1,673,200 379,431,623 375,596,505 3,835,118 0 0 0 94.90 94.33 0.57

現 年 分 計 2,241,645,525 2,214,283,717 27,361,808 2,198,689,037 2,166,269,688 32,419,349 0 0 0 98.08 97.83 0.25

滞
　
納
　
繰
　
越
　
分

町
　
民
　
税

個 人 25,331,904 22,633,308 2,698,596 5,612,355 6,078,945 △ 466,590 751,832 1,368,855 △ 617,023 22.16 26.86 △ 4.70

法 人 100,000 150,100 △ 50,100 100,000 0 100,000 0 100,100 △ 100,100 100.00 0.00 100.00

計 25,431,904 22,783,408 2,648,496 5,712,355 6,078,945 △ 366,590 751,832 1,468,955 △ 717,123 22.46 26.68 △ 4.22

固定資産税 40,609,266 38,200,488 2,408,778 7,397,065 5,168,389 2,228,676 4,447,100 6,012,433 △ 1,565,333 18.22 13.53 4.69
軽自動車税
（種 別 割） 5,358,900 5,950,046 △ 591,146 1,112,610 1,052,346 60,264 945,400 1,129,100 △ 183,700 20.76 17.69 3.07
国 民 健 康
保 険 税 92,127,225 96,117,048 △ 3,989,823 16,143,607 22,241,676 △ 6,098,069 6,911,580 4,768,679 2,142,901 17.52 23.14 △ 5.62

滞納繰越分計 163,527,295 163,050,990 476,305 30,365,637 34,541,356 △ 4,175,719 13,055,912 13,379,167 △ 323,255 18.57 21.18 △ 2.61

合　　　計 2,405,172,820 2,377,334,707 27,838,113 2,229,054,674 2,200,811,044 28,243,630 13,055,912 13,379,167 △ 323,255 92.68 92.57 0.11
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○
産
業
建
設
常
任
委
員
会

�

（
８
月
21
日
開
催
）

　
委
員
長　

笹　
倉　
　
　
健

所
管
事
務
調
査
結
果

建
設
課

・�

緊
急
自
然
災
害
防
止
対
策
事
業

に
つ
い
て
（
概
要
）

・�

緊
急
自
然
災
害
防
止
対
策
事
業

債
（
緊
自
債
）

【
対
象
事
業
】

舗
装
補
修
、
側
溝
整
備
、
法
面
対

策
、
除
雪
機
械
購
入
、
機
械
設
備

補
修
、
防
雪
柵
修
繕
な
ど

【
特
徴
・
メ
リ
ッ
ト
】

１
．�

各
自
治
体
の
財
政
事
情
に

合
っ
た
計
画
的
な
執
行
が
可

能

　
⑴�

各
自
治
体
の
計
画
に
応
じ
て

事
業
費
の
確
保
お
よ
び
工
区

設
定
が
可
能
。

　
⑵�

交
付
税
措
置
に
よ
り
実
質
負

担
は
３
割
。

　
⑶�

単
独
費
と
し
て
取
扱
う
こ
と

か
ら
、
工
法
選
択
の
自
由
度

が
高
い
。

２
．�（
Ｒ
７
拡
充
）
凍
上
対
策
と

し
て
路
盤
か
ら
の
舗
装
補
修

も
対
象

３
．�

交
付
金
事
業
に
比
べ
て
簡
易

な
申
請
手
続
き

【
質
疑
】
防
雪
柵
の
計
画
箇
所
は
、

ど
の
ぐ
ら
い
残
っ
て
い
ま
す
か
。

【
回
答
】
町
道
甲
地
・
蓼
内
線
と

小
川
原
の
町
道
５
１
９
号
線
を
集

中
整
備
し
進
捗
し
て
い
る
。
現
在

は
町
道
大
池
１
号
線
の
設
計
中
で
、

設
計
完
了
後
に
整
備
予
定
。
緊
自

債
で
道
路
補
修
と
防
雪
柵
を
並
行

実
施
し
、
他
候
補
地
も
調
査
し
な

が
ら
順
次
進
め
る
方
向
。

【
質
疑
】
道
路
の
セ
ン
タ
ー
ラ
イ

ン
や
信
号
の
停
止
線
が
消
え
て
い

る
箇
所
が
多
く
見
ら
れ
る
が
、
消

え
て
い
る
白
線
を
引
く
の
は
対
象

に
な
り
ま
す
か
。

【
回
答
】
白
線
は
建
設
課
で
単
独

事
業
と
し
て
は
行
わ
ず
、
舗
装
補

修
や
改
良
事
業
の
一
環
で
実
施
。

総
務
課
の
交
通
安
全
対
策
と
し
て

少
し
ず
つ
整
備
し
て
き
た
が
、
除

雪
で
消
え
る
た
め
再
調
査
し
、
総

務
課
と
協
議
し
な
が
ら
進
め
る
方

針
。

農
林
水
産
課

・�

鳥
獣
被
害
等
に
つ
い
て（
概
要
）

①�

令
和
７
年
４
月
以
降
の
出
没
状

況
に
つ
い
て
：
ク
マ
20
頭
／
イ

ノ
シ
シ
11
頭
／
サ
ル
５
頭
／
そ

の
他
（
ア
ラ
イ
グ
マ
・
ニ
ホ
ン

ジ
カ
）
３
頭
。

②�

作
物
被
害
に
つ
い
て
：【
ク
マ

の
被
害
：
馬
鈴
薯
】【
イ
ノ
シ

シ
の
被
害
：
デ
ン
ト
コ
ー
ン
／

長
い
も
／
サ
イ
レ
ー
ジ
】

③�

ワ
ナ
保
有
状
況
に
つ
い
て
：
熊

用
ド
ラ
ム
缶
型　
６
基
／
イ
ノ

シ
シ
用
箱
型　
６
基
／
サ
ル
用

箱
型　
１
基
／
小
型
鳥
獣
用
箱

型　
５
基
。
追
加
予
定
と
し
て
、

イ
ノ
シ
シ
用
サ
ー
ク
ル
型　
１

基
／
イ
ノ
シ
シ
用
く
く
り
型　

５
基
。

④�

目
撃
場
所
：
ク
マ
は
上
北
地
区

12
件
、
東
北
地
区
８
件
。
イ
ノ

シ
シ
の
被
害
を
受
け
た
場
所
は
、

上
北
地
区
０
件
、
東
北
地
区
11

件
。

⑤�

東
北
町
鳥
獣
被
害
対
策
協
議
会

に
つ
い
て

　
１
、�

令
和
７
年
度
鳥
獣
被
害
防

止
総
合
対
策
交
付
金

　
　
　
１
，
８
２
３
，
０
０
０
円

　
２
、�

令
和
７
年
４
月
か
ら
青
森

県
猟
友
会
東
北
支
部
（
東

北
町
猟
友
会
）
が
東
北
町

鳥
獣
被
害
対
策
実
施
隊
に

参
加
。

　
３
、�

令
和
７
年
４
月
～
６
月
の

出
勤
状
況

　
　
・�

上
北
猟
友
会
（
19
名
）：

有
害
駆
除
99
回
／
ワ
ナ
見

回
り
０
回

　
　
・�

東
北
町
猟
友
会（
16
名
）：

有
害
駆
除
47
回
／
ワ
ナ
見

回
り
46
回

【
質
疑
】
目
撃
情
報
が
あ
れ
ば
、

そ
こ
に
罠
を
持
っ
て
行
き
仕
掛
け

て
い
る
の
で
す
か
。

【
回
答
】
現
場
の
状
況
に
よ
り
対

応
し
、
茂
み
や
沢
沿
い
な
ど
獣
の

通
り
道
に
な
り
そ
う
な
場
所
で
は
、

猟
友
会
が
罠
を
設
置
し
て
い
る
。

【
質
疑
】
捕
獲
実
績
は
あ
り
ま
す

か
。

【
回
答
】
７
月
に
、
熊
１
頭
、
イ

ノ
シ
シ
１
頭
を
捕
獲
。

上
下
水
道
課

・�

上
下
水
道
事
業
管
路
耐
震
化
に

つ
い
て
（
概
要
）

　
町
で
は
令
和
６
年
３
月
に
上
水

道
管
路
耐
震
化
計
画
を
策
定
、
令

和
７
年
２
月
に
上
下
水
道
耐
震
化

計
画
を
策
定
し
、
重
要
施
設
へ
の

送
水
管
や
地
震
危
険
度
の
高
い
地

区
の
老
朽
管
路
を
優
先
的
に
更
新

す
る
方
針
。

　
優
先
順
位
は
、

①�

重
要
施
設
に
送
水
す
る
石
綿
セ

メ
ン
ト
管

②�

地
震
危
険
度
の
高
い
上
北
地
区

の
重
要
施
設
に
送
水
す
る
老
朽

硬
質
塩
化
ビ
ニ
ル
管

③�

同
②
以
外
の
重
要
施
設
に
送
水

す
る
老
朽
硬
質
塩
化
ビ
ニ
ル
管

④
全
地
区
の
石
綿
セ
メ
ン
ト
管

⑤�

そ
の
他
老
朽
管

※
各
項
、
漏
水
頻
発
箇
所
を
優
先

　
更
新
は
大
口
径
で
ダ
ク
タ
イ
ル

鋳
鉄
管
、
小
口
径
で
ポ
リ
エ
チ
レ

ン
管
等
を
使
用
。
平
成
30
～
令
和

６
年
度
に
防
衛
省
・
国
交
省
事
業

で
３
地
区
計
２
，
９
４
４
ｍ
を
更

新
済
。
令
和
７
年
度
以
降
は
防
衛

省
・
国
交
省
事
業
で
延
長
計
約
４
，

７
３
４
ｍ
を
計
画
し
、
他
補
助
制

度
も
活
用
し
て
推
進
す
る
方
針
。

イノシシによるナガイモ被害
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員
会
報
告

10東　北　町　議　会　だ　よ　り第82号 令和７年11月20日（　）



ド
交
付
率
が
令
和
７
年
６
月
末
で

９
１
．
４
４
％
（
１
４
，
９
５
４

人
）
に
達
し
、
マ
イ
ナ
保
険
証
へ

の
移
行
も
進
ん
で
い
ま
す
。
国
民

健
康
保
険
は
被
保
険
者
３
，
４
６

５
人
の
う
ち
２
，
４
３
４
人
（
７

０
．
２
５
％
）、後
期
高
齢
者
医
療

は
３
，
４
３
３
人
の
う
ち
２
，
４

２
６
人
（
７
１
．
７
２
％
）
が
紐

付
け
済
で
す
。
マ
イ
ナ
保
険
証
を

持
た
な
い
方
に
は
資
格
確
認
書
を

交
付
し
、
資
格
情
報
の
お
知
ら
せ

も
送
付
し
て
い
ま
す
。
マ
イ
ナ
保

険
証
は
過
去
の
診
療
・
投
薬
デ
ー

タ
に
基
づ
く
質
の
高
い
医
療
、
緊

急
入
院
時
の
高
額
支
払
不
要
、
救

急
搬
送
時
の
適
切
な
処
置
や
病
院

選
定
な
ど
多
く
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ

り
ま
す
。

　
紐
付
け
は
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や

パ
ソ
コ
ン
で
可
能
で
す
（
カ
ー
ド

と
暗
証
番
号
が
必
要
）。

　
町
で
は
令
和
７
年
度
、
専
属
職

員
２
名
を
配
置
し
た
専
用
ブ
ー
ス

を
開
設
し
、
カ
ー
ド
取
得
か
ら
保

険
証
設
定
ま
で
を
サ
ポ
ー
ト
。
更

新
も
電
子
証
明
（
５
年
）・
カ
ー

ド
本
体
（
10
年
）
を
順
次
実
施
し
、

４
～
６
月
で
計
７
３
０
件
を
処
理

し
ま
し
た
。
今
後
も
住
民
の
皆
さ

ま
が
安
心
し
て
マ
イ
ナ
保
険
証
を

利
用
で
き
る
よ
う
支
援
を
続
け
ま

す
。

社
会
教
育
ス
ポ
ー
ツ
課

・�「
青
の
煌
め
き
あ
お
も
り
国
ス

ポ
」
進
捗
状
況
及
び
年
次
計
画

に
つ
い
て

　

令
和
８
年
の
本
大
会
に
向
け
、

東
北
町
で
は
総
務
企
画
・
宿
泊
衛

生
・
輸
送
交
通
・
競
技
式
典
の
各

専
門
委
員
会
を
開
催
し
、
会
場
整

備
や
運
営
体
制
づ
く
り
を
進
め
て

い
ま
す
。
識
別
用
品
や
保
険
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
、
案
内
所
・
休

憩
所
・
売
店
の
設
置
、
Ｐ
Ｒ
活
動

な
ど
を
計
画
。
医
療
救
護
・
食
品

衛
生
対
策
や
弁
当
調
達
基
準
も
策

定
し
、
輸
送
・
警
備
・
情
報
通
信

計
画
を
整
備
し
て
い
ま
す
。
南
総

合
運
動
公
園
内
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
・

野
球
場
の
改
修
、
側
溝
清
掃
、
樹

木
剪
定
な
ど
の
整
備
を
実
施
中
。

Ｐ
Ｒ
は
町
内
イ
ベ
ン
ト
や
イ
ン
ス

タ
グ
ラ
ム
（
令
和
７
年
１
月
開

設
）、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
更
新
（
同

年
７
月
）
な
ど
で
展
開
し
、
横
断

幕
・
の
ぼ
り
・
啓
発
物
品
も
準
備

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
他
県
大
会

を
視
察
し
運
営
ノ
ウ
ハ
ウ
を
収
集

す
る
ほ
か
、
令
和
７
年
10
月
の
東

北
高
校
選
抜
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
、

令
和
８
年
５
月
障
ス
ポ
リ
ハ
ー
サ

ル
大
会
、
７
月
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー

シ
ョ
ン
大
会
、
10
月
の
本
大
会
・

障
ス
ポ
な
ど
プ
レ
大
会
を
順
次
開

催
予
定
で
す
。
町
と
県
、
地
元
団

体
が
連
携
し
、
選
手
・
観
客
を
温

か
く
迎
え
る
体
制
づ
く
り
を
進
め

て
い
ま
す
。

そ
の
他
（
学
務
課
）

・�

台
湾
台
北
市
中
学
校
交
流
事
業

の
報
告

　

�

台
湾
・
台
北
市
中
学
校
交
流
事

業
を
実
施
し
ま
し
た

　
本
町
で
は
、
台
湾
台
北
市
の
中

学
生
と
の
国
際
交
流
を
７
月
13
日

～
19
日
に
実
施
し
、
14
日
～
19
日

の
間
、
東
北
町
で
受
け
入
れ
ま
し

た
。
参
加
者
は
生
徒
25
人
、
引

率
・
学
校
関
係
者
９
人
、
添
乗
員

２
人
の
計
36
人
で
す
。
三
沢
空
港

到
着
後
、
三
沢
市
・
東
北
町
の
表

敬
訪
問
や
三
沢
五
中
・
上
北
中
・

東
北
中
と
の
交
流
活
動
、
歴
史
民

俗
資
料
館
・
二
ツ
森
貝
塚
な
ど
の

見
学
、
染
め
物
体
験
、
農
業
・
漁

業
体
験
な
ど
、
地
域
な
ら
で
は
の

多
彩
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し
ま

し
た
。
生
徒
は
町
内
ホ
ス
ト
フ
ァ

ミ
リ
ー
宅
に
宿
泊
し
、
生
活
を
共

に
す
る
こ
と
で
文
化
や
言
葉
を
超

え
た
交
流
を
深
め
ま
し
た
。
ま
た
、

三
沢
商
業
高
校
・
上
北
小
学
校
見

学
、
青
森
市
内
や
十
和
田
市
内
研

修
、
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
、
町

主
催
の
歓
迎
・
送
別
晩
餐
会
な
ど

を
通
じ
、
友
情
を
育
み
な
が
ら
日

本
文
化
へ
の
理
解
を
深
め
ま
し
た
。

最
終
日
に
は
三
沢
空
港
か
ら
帰
国

し
、
参
加
者
か
ら
は
「
心
温
ま
る

お
も
て
な
し
を
受
け
た
」「
一
生

の
思
い
出
に
な
っ
た
」
と
の
声
が

寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
今
後
も
こ

の
よ
う
な
国
際
交
流
を
通
じ
、
子

ど
も
た
ち
の
視
野
を
広
げ
、
地
域

の
国
際
化
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

○
教
育
民
生
常
任
委
員
会

�

（
８
月
22
日
開
催
）

　
委
員
長　

坂　
本　
直　
大

所
管
事
務
調
査
結
果

町
民
課

・�

マ
イ
ナ
保
険
証
の
現
状
に
つ
い

て
　

�

マ
イ
ナ
保
険
証
の
移
行
状
況
と

町
の
取
り
組
み

　
本
町
で
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

☆
お
知
ら
せ

東
北
町
テ
レ
ビ

（
東
北
町
自
主
放
送
11
チ
ャ
ン
ネ
ル
）

町
議
会
12
月
定
例
会
の

放
送
予
定
は
12
月
上
旬

を
予
定
し
て
お
り
ま

す
。
再
放
送
は
、
翌
日

の
午
後
７
時
か
ら
放
送

予
定
。

放
送
日
程
や
内
容
は
、
リ
モ

コ
ン
の
「
番
組
表
」
ボ
タ
ン

で
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

台湾台北市中学校交流事業
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○
原
子
燃
料
サ
イ
ク
ル

�

対
策
等
特
別
委
員
会

　
委
員
長　

蛯　
名　
竜　
也

調
査
の
概
要
と
結
果（
中
間
報
告
）

１�　
調
査
事
件
：
原
子
燃
料
サ
イ

ク
ル
施
設
に
係
る
安
全
確
保
及

び
施
設
周
辺
の
環
境
保
全
に
関

す
る
調
査

２　
調
査
の
経
過
：

　

⑴
令
和
６
年
９
月
18
日
～
20
日

　
　
（
委
員
派
遣
）

　
⑵
令
和
７
年
４
月
25
日

　
　
（
第
１
回
特
別
委
員
会
）

３　
調
査
の
概
要
と
結
果

　
令
和
６
年
９
月
18
日
～
20
日
に

特
別
委
員
会
は
視
察
研
修
を
実
施

し
、
ま
ず
山
形
大
学
医
学
部
東
日

本
重
粒
子
セ
ン
タ
ー
を
訪
問
。
北

日
本
唯
一
の
重
粒
子
線
治
療
施
設

と
し
て
令
和
２
年
よ
り
前
立
腺
が

ん
治
療
を
開
始
し
、
令
和
４
年
以

降
は
眼
球
を
除
く
全
疾
患
に
対
応

し
て
い
る
こ
と
、
世
界
最
小
規
模

で
附
属
病
院
と
直
結
す
る
総
合
病

院
接
続
型
施
設
、
世
界
３
台
目
の

超
伝
導
回
転
ガ
ン
ト
リ
ー
、
国
内

○
基
地
対
策
特
別
委
員
会

　
委
員
長　

甲　
地　
　
　
昇

調
査
の
概
要
と
結
果（
中
間
報
告
）

１�　
調
査
事
件
：
三
沢
基
地
及
び

東
北
分
屯
基
地
に
係
る
民
生
安

定
対
策
に
関
す
る
調
査

２　
調
査
の
経
過

　
⑴
令
和
６
年
11
月
20
日
～
21
日

　
　
（
委
員
派
遣
）

　
⑵
令
和
６
年
11
月
22
日

　
　
（
委
員
派
遣
）

　
⑶
令
和
７
年
４
月
18
日

　
　
（
第
１
回
特
別
委
員
会
）

　
⑷
令
和
７
年
５
月
19
日
～
20
日

　
　
（
委
員
派
遣
）

　
⑸
令
和
７
年
７
月
３
日

　
　
（
委
員
派
遣
）

３　
調
査
の
概
要
と
結
果

　
令
和
６
年
11
月
20
日
か
ら
21
日

に
か
け
て
、
町
側
と
合
同
で
航
空

幕
僚
長
を
表
敬
訪
問
し
た
。
東
北

町
は
戦
前
戦
後
を
通
じ
て
航
空
自

衛
隊
と
深
い
つ
な
が
り
を
持
つ
地

域
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
今
後
も
地

初
の
医
療
Ｉ
Ｔ
広
域
連
携
、
省
エ

ネ
ル
ギ
ー
化
な
ど
の
特
徴
を
確
認

し
た
。

　
続
い
て
女
川
原
子
力
発
電
所
で

は
、
定
格
出
力
８
２
．
５
万
ｋ
Ｗ

の
沸
騰
水
型
原
子
炉
（
Ｂ
Ｗ
Ｒ
）

２
号
機
の
概
要
と
、
29
ｍ
防
潮
堤
、

水
素
再
結
合
装
置
、
耐
震
工
事
、

緊
急
時
対
策
施
設
、
電
源
車
な
ど

に
よ
る
安
全
対
策
を
視
察
。

　
ま
た
新
仙
台
火
力
発
電
所
で
は
、

敷
地
３
２
．
５
万
㎡
、
出
力
５
２
．

３
万
ｋ
Ｗ
の
Ｌ
Ｎ
Ｇ
コ
ン
バ
イ
ン

ド
サ
イ
ク
ル
発
電
設
備
を
視
察
し
、

Ｌ
Ｎ
Ｇ
受
入
港
の
対
応
能
力
、
二

重
構
造
タ
ン
ク
と
海
水
利
用
気
化

器
に
よ
る
効
率
性
、
ガ
ス
・
蒸
気

タ
ー
ビ
ン
併
用
に
よ
る
熱
効
率

60
％
以
上
達
成
、
排
熱
回
収
で
Ｃ

Ｏ
２
排
出
量
を
年
間
１
／
３
・
燃

料
使
用
量
を
１
／
４
に
削
減
で
き

る
仕
組
み
、
さ
ら
に
耐
震
化
・
防

振
器
増
設
や
３
．
３
ｍ
防
潮
堤
・

５
ｍ
盛
土
な
ど
の
津
波
・
地
震
対

策
を
確
認
し
た
。

　
令
和
７
年
４
月
25
日
に
は
役
場

議
員
控
室
で
特
別
委
員
会
を
開
催

し
、
町
長
・
副
町
長
・
担
当
課
長

が
出
席
。
企
画
課
長
が
今
回
の
視

察
内
容
を
資
料
に
基
づ
き
報
告
し

た
後
、
次
回
視
察
地
と
し
て
令
和

７
年
９
月
16
日
～
18
日
に
島
根
県

原
子
力
防
災
セ
ン
タ
ー
及
び
中
国

電
力
島
根
原
子
力
発
電
所
を
訪
問

域
と
航
空
自
衛
隊
が
共
存
共
栄
で

き
る
よ
う
協
力
を
お
願
い
し
、
意

見
交
換
を
行
っ
た
。

　
続
く
11
月
22
日
に
は
、
小
川
原

湖
で
実
施
さ
れ
て
い
る
Ｃ
Ｖ

－

22

オ
ス
プ
レ
イ
に
よ
る
救
難
訓
練
に

つ
い
て
、
機
体
整
備
や
点
検
を
徹

底
し
て
安
全
飛
行
を
確
保
す
る
こ

と
、
ま
た
訓
練
に
関
す
る
情
報
を

事
前
に
町
へ
早
期
に
提
供
す
る
こ

と
を
、
町
側
と
合
同
で
東
北
防
衛

局
三
沢
防
衛
事
務
所
に
要
請
し
た
。

　
令
和
７
年
４
月
18
日
に
は
、
役

場
議
員
控
室
に
お
い
て
特
別
委
員

会
を
開
催
し
、
町
長
・
副
町
長
・

担
当
課
長
が
出
席
。
議
題
と
し
て

副
委
員
長
の
互
選
と
要
望
活
動
の

計
画
に
つ
い
て
協
議
し
、
委
員
長

の
指
名
に
よ
り
米
倉
俊
男
委
員
が

副
委
員
長
に
選
任
さ
れ
た
。
要
望

活
動
は
令
和
７
年
５
月
19
日
か
ら

20
日
に
実
施
予
定
で
、
東
北
防
衛

局
・
防
衛
省
・
青
森
県
選
出
国
会

議
員
を
要
望
先
と
す
る
こ
と
が
確

認
さ
れ
た
。

　
令
和
７
年
５
月
19
日
～
20
日
に

は
、
三
沢
飛
行
場
の
運
用
に
伴
う

障
害
の
緩
和
や
地
域
住
民
の
生
活

環
境
整
備
に
関
す
る
要
望
書
を
携

え
、町
側
と
合
同
で
東
北
防
衛
局・

防
衛
省
お
よ
び
青
森
県
選
出
国
会

議
員
に
対
し
て
要
望
活
動
を
実
施
。 　

主
な
要
望
内
容
は
、
①
三
沢
飛

行
場
の
第
一
種
区
域
等
の
見
直
し
、

②
調
整
交
付
金
お
よ
び
再
編
訓
練

移
転
等
交
付
金
の
増
額
・
交
付
、

③
米
軍
に
よ
る
小
川
原
湖
上
空
で

の
訓
練
に
関
す
る
情
報
提
供
の
３

項
目
で
あ
っ
た
。

　
さ
ら
に
令
和
７
年
７
月
３
日
に

は
、
再
び
小
川
原
湖
で
の
Ｃ
Ｖ

－

22
オ
ス
プ
レ
イ
訓
練
に
つ
い
て
、

在
日
米
軍
に
よ
る
低
空
飛
行
訓
練

や
オ
ス
プ
レ
イ
運
用
に
関
す
る
日

米
合
同
委
員
会
合
意
事
項
を
確
実

に
遵
守
す
る
こ
と
、
機
体
整
備
や

点
検
、
安
全
飛
行
を
徹
底
し
事
故

防
止
に
万
全
を
期
す
よ
う
、
町
側

と
合
同
で
東
北
防
衛
局
三
沢
防
衛

事
務
所
へ
要
請
を
行
っ
た
。

環
境
改
善
施
策
へ
の
活
用
を
検
討

し
た
。

す
る
こ
と
を
決
定
し
た
。

委
員
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○
小
川
原
湖
環
境
保
全

�

対
策
特
別
委
員
会

　
委
員
長　

蛯　
沢　
正　
紀

調
査
の
概
要
と
結
果（
中
間
報
告
）

１�　
調
査
事
件
：
小
川
原
湖
の
環

境
保
全
に
関
す
る
調
査

２　
調
査
の
経
過

　
⑴
令
和
６
年
10
月
31
日

　
　
（
第
３
回
特
別
委
員
会
）

　
⑵
令
和
６
年
11
月
18
日
、

�

11
月
25
日
～
26
日

　
　
（
委
員
派
遣
）

　
⑶
令
和
６
年
12
月
11
日

　
　
（
第
４
回
特
別
委
員
会
）

　
⑷
令
和
６
年
12
月
26
日

　
　
（
委
員
派
遣
）

　
⑸
令
和
７
年
３
月
12
日

　
　
（
第
１
回
特
別
委
員
会
）

　
⑹
令
和
７
年
４
月
17
日

　
　
（
第
２
回
特
別
委
員
会
）

　
⑺
令
和
７
年
５
月
16
日

　
　
（
第
３
回
特
別
委
員
会
）

　
⑻
令
和
７
年
５
月
16
日
、

　
　
令
和
７
年
５
月
28
日

�

～
５
月
29
日

　
　
（
委
員
派
遣
）

　
⑼
令
和
７
年
６
月
５
日

　
　
（
第
４
回
特
別
委
員
会
）

　
⑽
令
和
７
年
７
月
１
日

�

～
７
月
４
日

　
　
（
委
員
派
遣
）

３　
調
査
の
概
要
と
結
果

　
令
和
６
年
10
月
か
ら
令
和
７
年

７
月
に
か
け
て
、
特
別
委
員
会
は

小
川
原
湖
お
よ
び
高
瀬
川
流
域
の

環
境
保
全
、
水
質
改
善
、
河
川
改

修
に
関
す
る
調
査
・
要
望
活
動
・

視
察
を
実
施
し
た
。

　
令
和
６
年
10
月
31
日
に
は
、
合

併
処
理
浄
化
槽
の
設
置
状
況
、
高

瀬
川
水
系
で
の
国
・
県
の
取
組
状

況
、
今
後
の
要
望
活
動
計
画
に
つ

い
て
説
明
を
受
け
、
同
年
11
月
18

日
お
よ
び
25
～
26
日
に
高
瀬
川
河

川
事
務
所
・
東
北
地
方
整
備
局
・

国
交
省
・
県
選
出
国
会
議
員
へ
要

望
活
動
を
実
施
。
要
望
は
、
高
瀬

川
放
水
路
拡
幅
事
業
の
早
期
着
工
、

「
流
域
治
水
」
の
推
進
支
援
、
水

系
環
境
整
備
・
河
川
管
理
の
充
実

な
ど
４
項
目
だ
っ
た
。

　
令
和
６
年
12
月
11
日
に
は
県
管

理
河
川
の
整
備
状
況
や
小
川
原
湖

の
水
環
境
な
ど
に
つ
い
て
町
か
ら

説
明
を
受
け
、
12
月
26
日
に
は
県

土
整
備
部
・
環
境
エ
ネ
ル
ギ
ー
部

へ
要
望
を
実
施
。
七
戸
川
の
早
期

改
修
や
土
砂
撤
去
、
水
質
調
査
継

続
、
水
環
境
対
策
の
強
化
、
全
国

的
な
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催
、
合

併
処
理
浄
化
槽
の
補
助
制
度
拡
充

な
ど
を
求
め
た
。

　
令
和
７
年
３
月
12
日
に
は
、
顎

口
虫
対
策
事
業
や
水
稲
生
育
不
良

に
関
す
る
水
質
調
査
結
果
に
つ
い

て
説
明
を
受
け
、
塩
化
物
イ
オ
ン

に
よ
る
Ｅ
Ｃ
値
上
昇
が
確
認
さ
れ

た
も
の
の
、
原
因
は
複
数
要
因
に

よ
る
と
考
え
ら
れ
特
定
に
は
至
ら

な
か
っ
た
。

　
令
和
７
年
４
月
17
日
に
は
要
望

活
動
の
日
程
確
認
を
行
い
、
５
月

16
日
に
高
瀬
川
河
川
事
務
所
、
５

月
28
～
29
日
に
東
北
地
方
整
備

局
・
国
交
省
・
県
選
出
国
会
議
員

に
対
し
て
要
望
を
実
施
。
内
容
は

前
年
度
と
同
様
に
、
高
瀬
川
放
水

路
の
拡
幅
整
備
、「
流
域
治
水
」

の
推
進
支
援
、
水
質
改
善
、
災
害

対
応
強
化
な
ど
４
項
目
で
あ
っ
た
。

　
さ
ら
に
令
和
７
年
６
月
５
日
に

は
視
察
研
修
の
実
施
を
決
定
し
、

７
月
１
日
～
４
日
に
島
根
県
の
宍

道
湖
・
中
海
お
よ
び
滋
賀
県
の
琵

琶
湖
を
訪
問
。
宍
道
湖
・
中
海
で

は
覆
砂
に
よ
る
環
境
保
全
事
例
を
、

琵
琶
湖
で
は
水
質
浄
化
事
例
、
漁

業
振
興
や
養
殖
技
術
に
関
す
る
取

組
を
視
察
し
、
今
後
の
小
川
原
湖

環
境
改
善
施
策
へ
の
活
用
を
検
討

し
た
。

○
議
会
改
革
特
別
委
員
会

　
委
員
長　

坂　
本　
直　
大

調
査
の
概
要
と
結
果（
中
間
報
告
）

１�　
調
査
事
件
：
議
会
改
革
に
関

す
る
調
査

２　
調
査
の
経
過

　
⑴
令
和
６
年
12
月
17
日

　
　
（
第
２
回
特
別
委
員
会
）

　
⑵
令
和
７
年
６
月
30
日

　
　
（
第
１
回
特
別
委
員
会
）

　

⑶
令
和
７
年
８
月
18
日

　
　
（
第
２
回
特
別
委
員
会
）

３　
調
査
の
概
要
と
結
果

　
令
和
６
年
12
月
17
日
に
特
別
委

員
会
を
開
催
し
、
町
議
会
議
員
の

定
数
に
つ
い
て
県
内
30
町
村
の
人

口
・
面
積
・
定
数
の
状
況
を
ま
と

め
た
令
和
６
年
７
月
１
日
基
準
の

調
査
資
料
に
基
づ
き
説
明
を
受
け

た
。

　
東
北
町
は
定
数
16
人
で
県
内
最

多
の
一
つ
（
ほ
か
４
町
村
）、
議

員
１
人
あ
た
り
人
口
は
１
，
０
０

９
人
で
お
い
ら
せ
町
、
藤
崎
町
、

五
戸
町
、板
柳
町
、南
部
町
に
次
い

で
６
位
、
面
積
は
２
０
．
４
㎢
で

８
位
だ
っ
た
。
近
隣
で
は
五
戸
町

が
16
人
か
ら
14
人
、
藤
崎
町
が
14

人
か
ら
12
人
に
削
減
。
併
せ
て
タ

ブ
レ
ッ
ト
導
入
の
進
捗
が
報
告
さ

れ
、
12
月
５
日
に
議
長
が
町
長
へ

予
算
措
置
を
申
入
れ
、
新
年
度
に

議
員
分
予
算
要
求
済
だ
が
機
種
・

仕
様
は
未
定
と
の
説
明
が
あ
っ
た
。

　

令
和
７
年
６
月
30
日
に
は
町

長
・
副
町
長
出
席
の
も
と
、
議
会

改
革
と
視
察
研
修
を
議
題
に
開
催
。

議
会
改
革
で
は
こ
れ
ま
で
の
委
員

会
の
取
組
と
前
回
課
題
の
報
告
を

受
け
質
疑
・
協
議
し
た
が
、
結
論

は
持
ち
越
し
て
次
回
再
協
議
と
し

た
。
北
海
道
栗
山
町
へ
の
視
察
研

修
は
予
算
措
置
済
だ
っ
た
が
延
期

を
決
定
。

　
令
和
７
年
８
月
18
日
に
は
議
員

定
数
削
減
と
今
後
の
方
向
性
を
議

題
に
、
事
務
局
長
か
ら
前
回
委
員

会
報
告
、
県
内
市
町
村
の
定
数
状

況
、
人
口
・
面
積
比
か
ら
の
分
析
、

次
期
選
挙
へ
の
削
減
案
適
用
の
流

れ
を
説
明
。
協
議
の
結
果
、
事
務

局
で
過
去
記
録
を
確
認
の
う
え
、

近
く
委
員
会
を
再
度
開
催
し
て
方

向
性
を
決
定
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

委
員
会
報
告
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今
月
は
「
議
会
だ
よ
り
第
82
号
」
を
お

届
け
し
ま
す
。

　
本
号
は
、
９
月
定
例
会
を
主
に
編
集
し

ま
し
た
が
、
内
容
の
一
部
を
要
約
し
て
お

り
ま
す
の
で
ご
了
承
願
い
ま
す
。

　
議
会
広
報
特
別
委
員
会
で
は
町
民
の
皆

様
に
親
し
ま
れ
る
紙
面
作
り
を
心
が
け
て

お
り
ま
す
。
ご
意
見
、
ご
要
望
等
が
あ
り

ま
し
た
ら
ご
投
稿
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
議
　
　
長
　
田
　
嶋
　
　
　
悟

　
　
議
会
広
報
特
別
委
員
会

　
　
委 

員 

長
　
沼
　
山
　
浩
　
幸

　
　
副
委
員
長
　
大
　
崎
　
昭
　
子

　
　
委
　
　
員
　
笹
　
倉
　
　
　
健

　
　
委
　
　
員
　
沼
　
山
　
英
　
隆

　
　
委
　
　
員
　
坂
　
本
　
直
　
大

　
　
委
　
　
員
　
斗
　
賀
　
高
太
郎

議 会 の 動 き（７月～９月）

月　日 用　　　　　　務

７月１日
～

７月４日

小川原湖環境保全特別対策委員会視察研修
・�国土交通省中国地方整備局出雲河川事務所：覆砂関係
・ノーラ株式会社：水質浄化関係
・滋賀県水産試験場

７月７日 全国市議会議長会基地協議会理事会
７月10日 県下町村議会議員研修会「今後の政局・政治展望」
７月18日 上北郡町村議会議長会　第２回定例会
７月23日 議会広報特別委員会
８月18日 議会改革特別委員会
８月20日 総務企画常任委員会
８月21日 産業建設常任委員会
８月22日 教育民生常任委員会

月　日 用　　　　　　務

８月28日
議会運営委員会
町村議会広報研修会
「インタビュー記事を足して読まれる広報誌にしよう　他」

９月１日 県原子力施設環境放射線等監視評価会議監視委員会
９月４日 第３回定例会
９月９日 第３回定例会
９月10日 第３回定例会
９月11日 第３回定例会
９月16日
～

９月18日

原子燃料サイクル対策等特別委員会視察研修
・島根県原子力防災センター
・中国電力島根原子力発電所

瀬
川
武
春
議
員
ご
逝
去

　
瀬
川
武
春
議
員

（
満
七
十
三
歳
）
が

去
る
令
和
七
年
七
月

二
十
三
日
ご
逝
去
さ

れ
ま
し
た
。

　
平
成
二
十
六
年
に
初
当
選
以
来
、
通
算
三

期
十
年
余
り
に
わ
た
り
、
住
民
福
祉
の
向
上

と
地
方
自
治
の
伸
展
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
こ
に
謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上

げ
ま
す
。

７／３　琵琶湖水質改善事例視察（滋賀県水産試験場）

小
川
原
湖
環
境
保
全
対
策
特
別
委
員
会
視
察
研
修�

７／２　宍道湖・中海先進地視察（出雲河川事務所）９／17　島根県原子力防災センター視察

９／17　中国電力・島根原子力発電所視察

原
子
燃
料
サ
イ
ク
ル
対
策
等
特
別
委
員
会
視
察
研
修�
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ユニバーサルデザインフォントを
採用しています。


